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 会長時間 佐々木会長 
本日は米山奨学生のポンさんをお招きしております。今後原

則第一例会にはお招きし、又当クラブの行事にも出席していた

だき、会員の皆様ともいろいろと交流を図っていただきたいと

思います。戸田会員にカウンセラーをお願いしております。前

年度は国際奉仕理事として大活躍でしたが、どうか本年度も国

際奉仕に一役かってください。よろしくお願いいたします。又、

今日は次回入会予定者の佐藤さん、蔵本さんのお二人もお招き

しております。次週ご紹介いたしますが、どうか今日はゆっく

りと例会を楽しんでください。 

６月２７日西本初代会長のお別れ会がリーガロイヤルホテル

でございました。多くの会員の皆さんが参列されました。西南

ロータリークラブ設立時にはキーマンのお一人としてクラブ誕

生に，また初代会長として，“実践で示そう。ロータリー精神を”

の会長テーマを掲げられ，クラブの基礎作りに多大なる貢献を

され、その後もパスト会長として多くの功績を残しておられま

す。今でも私にはよく理解できないテーマのゲマインシャフト、

とゲゼルシャフトの話をよく聞かせていただきましたことも懐

かしいこととなりました。 

その後体調を崩され例会出席も思うように出来なくなったた

め、２００１年１月から名誉会員に推挙され当クラブを見守っ

ていただいておりました。創立２０周年記念式典には，願うこ

となら出席していただき，お喜びになる姿に接したいと思って

おりましたが誠に残念でございます。ここに改めてご冥福をお

祈り申し上げます。 

１９８６年（昭和６１年）９月９日に，我が広島西南ロータ

リークラブは広島で８番目のクラブとして誕生しました。早い

もので本年度で創立２０周年を迎えます。この間，スポンサー

クラブの広島西ロータリークラブの皆様や，在広ロータリーク

ラブの皆様にはいろいろとお世話になりました。又，西本初代

会長，歴代会長をはじめとし、会員の皆様のロータリーによせ

る並々ならぬ情熱と努力により、数々の業績を積み重ねて、今

や素晴らしい成人クラブとして成長しました。この輝かしい歴

史と伝統を引き継いで、そしてこれらを礎としてさらなる発展

をと思うとき、ひしひしと責任の重大さを痛感しております。 

「創立２０周年」とゆう大事な節目の年でございます。会員

の皆様の暖かいご支援、ご協力を頂きながら会長としての責務

を果たしたいと考えております。どうかよろしくお願いいたし

ます。なお最後に一件だけ私からのお願い事項がございます。 

本年度より第２例会を全面禁煙にいたします。今では多くのク

ラブが例会を全面禁煙にしております。時代の趨勢でもありま

す。愛煙家の方のどうかご理解とご協力のほどお願い申し上げ

ます。後ほど，卓話時間に少し時間を頂いておりますので，そ

こで本年度のRI会長，ガバナー，私自身の方針を述べさせてい

ただくこととし本日はこれで会長時間を終わらせていただきま

す。 

☆ 今月誕生日をお迎えの会員を代表し、小野会員よりご挨拶

を頂きました。 

 

 幹事会務報告 
☆ 本日例会終了後、第1回理事役員会が開催されます。関係

者の方は4F「松の間」にご参集下さい。 

☆ 本日週報の配布方法希望を回覧しておりますので、ご記入

をお願いします。 

☆ 例会変更のお知らせ 

 ●広島北ロータリークラブ 

  7月20日（木）を7/22夜に変更【納涼家族会】 

 ●広島中央ロータリークラブ 

  7月24日（月）を7/22夜に変更【夏の家族会】 

 ●広島廿日市ロータリークラブ 

  ７月31日（月）を7/29に変更【インターアクト地区大会】 

 スマイルボックス 
☆ 自主申告 会長、副会長、幹事、副幹事 

４名で頑張って参ります。宜しくお願いいたします。 

☆ 自主申告 本年度正副会長、幹事 

今年一年間、皆様ご協力、ご指導の程お願い致します。 

☆ 自主申告 戸田会員 

6月23日にモンゴル子供発展センター内に建設の図書館竣

工式に参加しました。材料入荷の遅れで70％の完成度でし

たが9月から始まる新学期には図書も入り勉強できるもの

と思います。竣工式、懇親会を終え無事帰国できた事に感

謝し、出宝致します。 

☆ 自主申告 田渕会員 

大竹市長に私の母方の従兄弟、入山よしろう氏が初当選し

ました。皆様のご支援・ご指導をお願いいたします。 

☆ 自主申告 岡本俊雄会員 

昨年に引き続き、ＳＡＡを担当します宜しくお願いします。 

☆ お誕生月おめでとうございます。 

  大道会員、天野会員、石井裕会員、木村恭之会員、 

木下会員、佐古会員、小野会員、大野会員 

 プログラム ～ 理事・役員就任挨拶 ～ 
佐々木宏会長 

就任挨拶は会長時間にすませましたのでここではウィリアム 

ビル ボイド RI 会長及び２７１０地区岩森ガバナー の方針
について述べさせていただきます。 
本年度の RI 会長ウィリアム ビル ボイド氏はニュージー
ランドの出身です。かの有名な、ロータリーの進歩発展の感動

の物語り“ロータリーモザイク”を書いたハロルドT トーマス
氏（１９５９年～６０年 RI 会長）についで二人目のニュージ
ーランド出身のRI会長です。 
会長テーマは“LEAD THE WAY・・ 率先しよう”と掲げて、
親睦と奉仕を通じて明るい未来をもたらすために、１２０万人

のロータリアンが力を合わせて率先しようと訴えておられます。

また強調事項としては前年度と同様に水保全、識字率向上、保

健および飢餓、ロータリー家族をあげておられます。 
本年度２７１０地区岩森ガバナーは広島北ロータリークラブの

所属です。ロータリーの心を見つめなおし、ロータリーの原点
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に戻ること、すなわち“ロータリーの原点回帰”をテーマとし

て掲げておられます。そしてクラブのたな卸しを実施してクラ

ブのあり方を見つめなおし、より機能的なものにしていく必要

性を強調しておられます。 
本年度の会長テーマは“原点に戻ろう そしてさらなる飛躍を”

といたしました。 
創立２０周年を迎えるにあたり、もう一度初心に戻り、そして

ロータリーの原点をみつめなおして、よき伝統を礎としてさら

なる飛躍をと考えました。 
一口にロータリーの原点といっても非常に難しい命題ですが、

今後会長時間に皆様とともに考えていきたいと思います。１年

間よろしくお願いします。 
荒木攻副会長・会長エレクト 
 この度、副会長を拝命いたしました、荒木でございます。佐々

木会長のもと、一年間会長テーマ「原点に戻ろう。そしてさら

なる飛躍を」を基本に微力を捧げたいと思います。 

 さて、「原点に戻ろう。」ですが、私がある方より教えていた

だいたもので、ポール・ハリスがロータリー創立29周年記念日

に寄せたメッセージ“ポール・ハリスのことば”がありますの

で、よくご存知の方も多いと思いますがご紹介させていただき

ます。 

「ロータリーとは何であるか。それは何をする団体か？多くの

国々のロータリアンはこの問いに対して答えようとするが、ど

の人々の返事をとってみても同じものはない。では何等共通な、

一致した答はないのであろうか。いや、あるのだ。例えば大き

なオルガンのごうごうと鳴る響きか、又は遠い海なりの音のよ

うなもので、ロータリーの多様な活動の底には、善意、善意、

善意と変わることなく響いている低音が聞こえている。私の心

から希望することは、人々の間にそしてまた諸国民の間に絶え

間なき善意の進展が行なわれることである。私はそれ以上高い

希望を持たないし、それ以上のものがあるとも思わない。」と、

この様にポール・ハリスは言われております。これがロータリ

ーの原点であろうかと思われます。 

 ロータリーは2世紀目に入り、これまでにないうねりの様な

ものを感じます。今年次は、インフォーマルな小グループのメ

ンバーでクラブの管理・運営構成を考えさせられるクラブ・リ

ーダーシップ・プランの検討にとりあえずは入る予定となって

います。まさに原点に戻り、会員の皆様と考えてゆきたいと思

います。 

 長くなりましたが、何卒、佐々木会長ご支援の程を会員の皆

様に切にお節い申し上げる次第であります。 
クラブ奉仕部Ａ部門 平原一彦理事 
この度、クラブ奉仕A部門の理事を仰せつかりました平原で
す。クラブ奉仕Å部門は、増強・選考・分類・情報の各委員会

により構成されております。会員増強と会員資質の向上を図る

など、会員に関することを担当する部門と心得ています。今年

度の会長テーマ「原点に戻ろう、そしてさらなる飛鹿を」の方

針をふまえ、他部門／、特にクラブ奉仕B部門担当理事と連携
をとりながら、任務を遂行してまいりたいと思っています。 
クラブ奉仕Ｂ部門 前田英治理事 
 今日から1年間クラブ奉仕B部門を担当することになりまし
た。昨年プログラムだけで右往左往していた私が、多くの部門

をサポートしなければならないわけです。私には不可能と思え

ますが、B部門の委員長さん、おだててみてください。ひょっ
としたら木に登るかもしれません。1年間よろしく。 
職業奉仕部門 中西正博理事 
 ロータリーの根幹は職業奉仕ですので、責任が重いと感じて

います。取り掛かりの仕事としまして、10月の職業奉仕月間の
諸騎馬訪問、また卓話を計画しています。佐々木会長の「原点

に戻ろう。そしてさらなる飛躍を」をテーマに一生懸命に働き

たいと思います。会員の皆様の御協力を宜しくお願い致します。 
社会奉仕部門 小川光博理事 
 我がクラブに入会して 10 年目の節目に大役を仰せつかり不
安で一杯です。しかしながら受けた以上は出来る限り頑張りま

すのでよろしくお願いいたします。幸い、担当部門の委員長諸

氏は責任感の強い方ばかりですので、私をきっと支えてくれる

事でしょう。長い一年が始まりますが、皆様の御協力・ご支援

を宜しくお願いいたします。 
国際奉仕部門 林本正継理事 
会長方針に基づき米山奨学委員会、ロータリー財団委員会、

台北新東瓦C親善委員会の各委員会の活動がスムーズに運営が
できるよう務めてまいります。特に台北新東RCも我がクラブ
同様創立 20 周年を迎えるため例年以上の交流を計りたいと思
います。会員の皆様のご協力を宜しくお願い申し上げます。 
Ｓ・Ａ・Ａ 岡本俊雄理事 

昨年はSAA委員長として色々な体験をした１年間でした。何

も解らず戸惑いながらもSAAの仕事は例会場の設営とスマイル

ボックスによる寄付金を集める事が仕事と認識しておりました。

先輩会員のアドバイスで、真のSAAの役割を知った時、戸惑い

を感じましたがどうにか任期を終える事が出来ホットしていま

した折、佐々木会長の要請をうけ再度、今期もSAAを担当する

ことになりました。今期は佐々木会長方針“原点に戻ろう、そ

してさらなる飛躍を！”に基づいてSAAの基本の職務（会場監

督）を少しでも推進実行出来るようにSAA担当一同頑張ります

ので昨年に増しますご協力をお願いして挨拶に代えたいと思い

ます。 

会計 萬歳幸治理事 

 幹事の指示に基づいて予算書の作成と資金の保管に努めて

参り、そして常に収支状況を明確にし、試算表を適時に理事会

に報告したいと思います。年度終了時には速やかに収支決算報

告書を作成し、理事会に報告いたします。 

 今年度、小野副委員長と共に勤めさせていただきます。宜し

くお願いいたします。 

山下幸彦副幹事 

 お引き受けするに当たりましては、戸惑いや迷いもありま

したが、先輩ロータリアンのＳ幹事に「心配しなくてもほとん

ど僕がやるから。」との一言に背中を押されて、お引き受けいた

しました。しかし、本年度が近づくごとに色々と楽しい仕事を

与えられ、ちょっと話が違うなと思いながら、それなりに務め

ておりますが、同時に自分の無力さも感じ始めております。 
いろいろ悩んでいても仕方がないので、声を掛けて頂いたこ

とを有難く思って、一から勉強させてもらうつもりで頑張りま

す。主に例会の進行を全力で行います。至らない点があろうか

とは思いますが、皆様のご協力ご指導をよろしくお願いします。 
杉川聡幹事 
 本年度、幹事を仰せつかりました杉川でございます。大変若

輩者ですが、精一杯頑張らせて頂きますので、どうぞ宜しくお

願い致します。本年度は、佐々木会長の「原点に戻ろう。そし

てさらなる飛躍を」をテーマとして色々な事業を展開して参り

ます。その最大の行事は、「20周年記念事業」であります。「20 
周年記念事業」は昨年度より、小野委員長の下、各委員が活発

な論議を重ねられ着々と準備が進んでおります。私は当該年度

の幹事として、皆様が動かれ易いように調整役が図れればと考

えているところでございます。会員全員の力を結集し、さらな

る飛躍の切っ掛けとなる行事にして行きたいと思っております。 
 事務局も新任で、幹事も若輩の為、皆様に色々とご迷惑をお

掛けいたす場面もあろうかと思いますが、佐々木会長・荒木副

会長・山下副幹事と力を合わせ、ミスの無いように、精一杯頑

張りたいと考えております。 


